
「一ノ宮公園」の一部区域変更について

令和5年2月9日 公園緑地課

令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日
みどり と環境審議会
資料５
環境部公園緑地課作成



〇案内図及び公園概要 2

一ノ宮公園
全体面積 ：２５,７７７．７９㎡
区域変更面積： １,０９４．４６㎡

土地所有者 ：国
占 用 者：多摩市（公園緑地課）

一ノ宮公園から区域変更するエリア

一ノ宮公園

聖蹟桜ヶ丘かわまちづくりエリア



〇聖蹟桜ヶ丘かわまちづくりの概要 3

聖蹟桜ヶ丘駅北側の多摩川沿いのエリ
アを、民間施行による土地区画整理事
業とマンション・商業施設の建設にあ
わせ、令和２年３月１３日に国土交通
省の「かわまちづくり支援制度」に計
画登録された。地域で連携し、居心地
の良い水辺空間づくりを進めている。

計画登録後、地域の方々と河川敷の有
効活用について意見交換や先進事例
（二子玉川エリアマネジメンツ）の視
察、現地での青空ワークショップなど
実施。
令和４年８月２９日に自治会や団体、
事業者等を会員とする、「聖蹟桜ヶ丘
かわまちづくり協議会」が発足。



〇一部区域変更が必要な理由について 4

①新設芝生広場について、かわまちづくりの趣旨を踏まえ、従来の公有地活用の枠を超えた民間活用
を目指すため、行為使用・収益事業等が幅広く行うことができるように「公園」ではなく「広場」と
位置づけている。また、10月14日のかわまちびらきイベント以降、「一般社団法人聖蹟桜ヶ丘エリ
アマネジメント」が市と協定を締結し、広場の運営管理を開始しており、多くの個人・団体にご利用
いただいている。

②一ノ宮公園の一部を区域変更して「広場」に転用し、かわまちづくりの区域と一体で使用すること
で、従来の公有地活用の枠を超えた民間活用を目指す。
※区域変更する場所は赤の区域であり、土地(河川敷)の所有権は国有地となっているため、市の財産
ではなく現在は占用による公園区域として指定。

① 新設芝生広場

② 一ノ宮公園から区域変更するエリア

該当エリアの
管理者 (8月時点)

10月以降 3月以降

占用主体
（ソフト）

面管理
（ハード）

占用主体
（ソフト）

面管理
（ハード）

編入エリア 公園緑地課 公園緑地課 公園緑地課
行政管理課

公園緑地課

新設芝生広場 公園緑地課 行政管理課 公園緑地課 公園緑地課

公園と広場
の違い

収益事業（要申請） 非営利事業（要申請）

物品・食品販売 BBQ 焚火・花火 地域のイベン
ト・お祭り

公園 × × × ×

広場 〇 △ 〇※直火は× 〇



〇一部区域変更の周知及び意見の聞取り 5

〇今後のスケジュール

・聖蹟桜ヶ丘かわまちづくり協議会で地域の自治会・団体・商店会・事業者等に
は事前周知済。

・学識経験を有する者から意見を聞く一環として、みどりの保全の観点から、
「みどりと環境審議会」へ報告。

・２月 公園区域の変更
・３月 聖蹟桜ヶ丘かわまちづくりの「広場」として活用

〇個人利用の取り扱いについて

・広場は、公園と同様に自由利用が原則となる。
（行為使用・収益事業は事前申請が必須であり、エリア内で誰もが自由に行為使
用や収益行為を行って良いことにはならない。）


